
令和５年２月～３月　　　２年生英語科の「国際交流授業」

令和５年３月１６日　　１年生「防災学習　講演会」

校長スケッチ

２年生の英語の授業で、２月22日～３月10日にかけて、イギリスで教員をされている

Amana Pierre さんとインターネットを通じて、国際交流授業を行いました。

彼女へ日本文化を伝えたり、彼女からの質問に答えたりするなかで、英会話能力の向上だけ

でなく、国際理解や異文化への興味関心も高まったのではないかと思います。

福島県浪江町で「希望の牧場 よしざわ」を営んでいる吉沢正巳さんを講師にお招きして、

１年生対象に防災学習の講演会を実施しました。

12年前に起こった東日本大震災の地震、津波、原発事故について、当事者として語られた言

葉やスライド写真は、生徒の心に響いたと思います。

・天災は他人事でなく、いつ自分たちが当事者になるかわからないという意識を持つこと。

・家畜や動物の殺処分を例に、改めて「命」の大切について考えることの必要性。

・人生の選択は、親や先生ではなく、自分自身が決めていくこと。

防災だけでなく、生きる上での大切なことを学ばせていただきました。


